
統計学　練習問題


12/17（月）解説予定

平均がμ、分散がσ2の母集団からサイズ n の標本を採る。そのとき、標本平均
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について、
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となることが知られている。正規分布に従う確率変数は標準化し、母集団分散σ2を標本分散ｓ2で代用すると、ｔ-分布に従うｔ-値を計算できる。


[image: image3.wmf]1

2

-

-

=

n

t

n

s

X

t

〜

m


Q1　無作為に抽出した区内の中学生25人に「１日にどのくらい睡眠時間を取りますか」と質問したところ、標本平均7.5時間、標本分散0.25（標準偏差0.5）であった。「区内の中学生全体の平均睡眠時間が７時間である」という仮説について、有意水準５％で両側検定せよ。なお、Ｈ０、Ｈ１を明記し、確率分布図も描くこと。

A1　母集団の平均をμと記すと、

Ｈ０：μ＝７　Ｈ１：μ≠７

という両側検定の仮説を置ける。このＨ０のもとで、ｔ-値を計算すると、
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したがって、Ｈ０を却下でき、「区内の中学生の平均睡眠時間は７時間とはいえない」という明確な結論を得る（図は省略）。

Q2　次の文章が正しいか否か判断し、間違っていれば、その理由を述べよ。

「小標本なのに間違って大標本法を使って母集団平均の区間推定や仮説検定を行った場合、信頼区間は正しいものより狭くなり、第１種、第２種のエラーを犯す確率はいずれも正しい方法使った場合より高くなる（出典：金融庁「公認会計士　論文式サンプル問題」）。
A2　大標本にすると、小標本のときよりも、境界値（の絶対値）が小さくなる。つまり、同じ有意水準でも、大標本のほうが、Ｈ０を棄却しやすくなる。つまり、第１種のエラーを犯す確率が高くなる。しかしながら、第１種のエラーと第２種のエラーは相反するもの（トレードオフ）なので、第２種のエラーを犯す確率は低くなる。

Q3　母集団から大きさ５の標本を無作為抽出した。抽出された標本は｛－１,２,３,１,０｝であった。母集団平均μに関する以下の仮説検定を有意水準５％で行え。（出典：同上）

H０：μ=2.5　H1：μ＜2.5

A3　標本平均は１、標本分散は2.5である。H0のもとで、t-値を計算すると、
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となり、有意水準5%ではH0を棄却できない（今回は片側検定なので、有意水準5%での境界値がt0.05であることに注意せよ）。したがって、「母集団平均μが2.5であることを必ずしも否定できない」という曖昧な結論を得る。

Q４　ある機械部品の製品仕様によると、この部品の寸法は0.5485インチあるはずである。出来上がった部品から無作為に六個を選んだところ、その平均寸法は0.5479インチであり、標準偏差は0.0003インチであった。有意水準を5％とするとき、この部品は平均的にその仕様寸法どおりであるといえるか。
A4　母集団平均をμと記すと、

H0：μ＝0.5485　H1：μ≠0.5485

という両側検定の仮説を置ける。このH0のもとで、t-値を計算すると、
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となり、有意水準5%でH0を却下できる。したがって、「この部品は仕様寸法どおりではない」という明確な結論を得る。

Q５　ある清涼飲料の自動販売機の場合、1ビンあたり中味が180ccと表示されている。この自動販売機から無作為に九本を取り出して検査したところ、ビンの中味の平均は178ccで、標準偏差は3ccであった。有意水準を10％とすると、この販売機のビンの中味は少なすぎるといえるか。
A5　母集団平均をμと記すと、
H0：μ=180　H1：μ＜180

という片側検定の仮説を置ける。このH0のもとで、t-値を計算すると、
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となり、有意水準10％でH0を却下できる。したがって、「この販売機のビンの中味は少なすぎる」という明確な結論を得る。

Q6　450gと表示されているバター30個について、その重さを測ったところ、平均446g、標準偏差1gであった。この結果から、このバターの表示は正しいといえるか。有意水準1％で検定せよ。

A6　母集団平均をμと記すと、
H0：μ=450　H1：μ≠450

という両側検定の仮説を置ける。このH0のもとで、ｔ-値を計算すると、
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となり、有意水準1%でH0を却下できる。したがって、このバターの平均的な重量は450gではないと言うことができ、「このバターの表示は正しくない」という明確な結論を得る。
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